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中
項
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具体目標 
具体的な取組 

●重点とする取組、★中学校区での取組） 

判断基準 

(評価のものさし) 
評価方法 評価時期 

進捗確認 
（～11月） 

達成状況（年度末） 

自己評価 学校関係者評価 

確
か
な
学
び 

学
力
の
向
上 

授
業
改
善 

特別支援教育の観点をふま

えた授業づくりをもとに，

児童用タブレット端末を活

用しながら，自分の学びと

学級の学びが充実するよう

な授業を実践する。 

その結果として，子どもた

ちのふりかえりが充実する

ようにする。 

〇児童用タブレットの効果的な活用 
学習での活用法を研究し、研修等を実施な
がら効果的に実践をめざす。 

・タブレットの活用内容と新し 

 い使い方の開発 

・タブレット使用法の交流回数 

学級、学年での

交流とチェック 
11月と2月 

Ｂ 

引き続き教職員同士で自主的に研修を
行い，基礎的な操作方法の確認や新し
い活用方法の模索などを行っている。 

A 

堺市が行った「令和６年度 堺市児童生徒・

学習生活状況調査、義務教育基本調査」の結

果から週 1回以上タブレットを使用している

割合が堺市平均と比べ６％以上高くなってお

り，年度当初から実施している研修の効果が

見られた。 

Ａ 

効果的に使用していると思う。タブ

レットの使用で視力の低下や文字を

書く機会が少なくなっていることに

配慮も必要。 

〇子ども自ら学ぶ機会の設定 
自主学習や総合的な学習などの中で子ども
自身が、学ぶ内容や順番を決め、学び方や
表現方法を選択できる機会を設定すること
で、主体的に学ぶ子どもの育成をめざす。 

・交流方法の研究と実施頻度 校内研修を中心

とした交流とチ

ェック 

適宜 

Ｂ 

校内に自主学習の掲示板を設置し，全
校で共有をしているー。 
学びのコンパスの全面実施に向け，江
口指導主事はじめ教育委員会の先生方
に指導する機会を設けている。 

A 

年間 6 回の研修授業を実施することができ

た。また，総合学力プロフィールの結果から

学習方略のうち「プランニング方略」のスキ

ルが強みであることが示されるなど，具体的

な取り組みの成果が表れ始めている。 

Ａ 

子どもたちは自分でコントロールで

きる部分と大人がコントロールして

あげないといけない部分がある。学

習にもうまく取り入れてほしい。 

●★楽しいと思える授業づくり 
ふりかえりが充実するような授業づくり。 

子どもたちがふりかえりたくなる，ふりか

えりたくなる授業づくり。 
 

・ふりかえりの内容 

・ふりかえりの記述量 

ふりかえりの量

と内容の変容 
11月と2月 

Ｂ 

振り返りの充実に向けて月１回の研究
授業をはじめ，各学年がテーマをも
ち，実践している。２月に実践のまと
めを行う予定である。 

A 

どの学年も振り返りを書くことへの抵抗なく

取り組む姿，内容量がある。また，堺市が行

った「令和６年度 堺市児童生徒・学習生活

状況調査、義務教育基本調査」によれば振り

返りの質問項目である「あなたは、学んだ内

容について振り返り、「何ができるようにな

ったか（自分の成長）」を実感しています

か。」という質問項目に対し，肯定率が堺市

平均の約７３％に対し，本校は約７８％とな

っており，成果が表れている。 

Ａ 

不登校の原因がはっきりとわからな

いことが年々増えている。普段の学

習から，自分の成長を実感し，肯定

的な感情を育んでほしい。 

 

豊
か
な
心･

健
や
か
な
体 

自
尊
感
情
の
育
成 

子どものよさを引き出す学

習を構成し、自己肯定感を

育成するとともに、他者理

解を行い、いじめのない信

頼される人間関係づくりを

構築する。 

〇挨拶指導の徹底 
 教師から積極的に児童に挨拶していくこ
とを意識させる。 
挨拶の大切さを挨拶運動やクラスでも指

導をしていく。 

・あいさつの大切さについての

指導の取組の充実 

・児童会等による新しい発想の

取組とその回数 

委員会活動の実
施状況 
学級での実態調
査 
アンケート 

11月と2月 

Ｂ 

児童を対象にした１学期末アンケート
では，「先生はいつもあいさつしてい
る」の項目において肯定的な意見が９
割を超えた。今後児童会を中心に，学
校全体であいさつを広げる取り組みを
考えていく。 

Ｂ  

２学期末のアンケートも１学期より大きくポ

イントを落とすことなく，あいさつの大切さ

は職員，児童ともに意識できている。 

革新的な取り組みこそなかったが児童会から

率先して挨拶運動の回数を増やしたり，啓発

の放送をしたりしようという提案があった。 

Ｂ 

近所の公園でもきちんとあいさつを

してくれる児童が多い。 

●居心地の良い集団作り 
 誰一人として阻害されることのない芯の
すわった集団作りを行う。その方法として
子どもが自己存在感を感じられるような集
団作りをめざす。 

・いじめアンケートの実施によ
り、継続的な支援を行う。 
・協働的な学びの一要素として
集団作りも位置づけて積極的に
推進する。 

いじめアンケー

トによる点検と

交流 

協働的な集団作

りの実施回数 

いじめアン

ケートとも

に毎学期実

施 

(年3回) 

Ｂ 
いじめアンケートの結果を学年で共有
するとともに，毎月いじめや不登校に
ついての共有会議を行っている。きょ
うだい学年で実態に合わせた交流を適
宜行っている。 

Ｂ 

年３回のアンケートを実施し，未然防止，早

期発見に努めた。共有会議を毎月開き，次年

度に向けての引継ぎ事項をまとめている。 

各ペア学年で，年３回以上の交流機会を設け

ることができた。 

Ｂ 

近所の公園やのびのびで，同じ学年

だけでなく，伊学年とも仲良く遊ぶ

姿がみられる。縦と横のつながりが

感じられる。 

体
力
向
上 

身体を動かすことが好きに

なるとともに、これからの

時代を生き抜く体力を養

う。 

〇生涯にわたる心身の健康・増進のため身
体を動かすことが好きになる取組の推進 
 体育の授業を中心とした体力づくりをよ
り積極的に取り組む。 

・なわとび、サーキット、運動

領域別トレーニングの継続的実

施 

 

がんばりカー

ド、振り返りカ

ード 

学校アンケート 

11月と2月 

Ｂ 

体力向上のために，体育の授業の中
で，今年度の秋から全クラスなわとび
とマラソンに取り組みだした。 Ｂ 

ほとんどのクラスが準備運動として持久走や

マラソンに取り組んでいる。そのため，昨年

度よりも走る量が増えた。取り組みの効果が

見られ始めた。 

 

Ｂ 

公園で遊んでいる姿も見られるが，

こども会で運動している子も減って

いるように思う。他のスポーツをし

ている子も増えている。 

教
育
環
境
整
備 

学
習
環
境
づ
く
り 

一人ひとりが自らを伸ばす

ことができるよう、落ち着

いた教育環境を確保する。 

〇清掃指導の徹底 
 清掃指導の充実と徹底をねらいとして，
掃除と昼休みの時間を変更した。掃除のや
り方を指導した上で、静謐な学習環境につ
ながる基盤をつくる。 

・役割分担等の明確度合と徹底
度 
・清掃について、子どものふり
かえりで充実度の分析 

子どもの振り返

り 

委員会活動 

11月と2月 

Ｂ 

学期ごとに清掃週間を設定し，児童自
らの清掃の内容について振り返ってい
る。年間継続して結果の分析をすすめ
ることで，今後の課題を確認したい。 Ｂ 

振り返りの 3項目のうち「用具をあった場所

にもどす」の項目は達成できたという回答が

９割を超えた。残りの２項目についても８割

近く達成できていた。多くの児童が掃除に前

向きに取り組むことができている。安全環境

委員会から清掃週間や掃除の仕方を啓発して

いこうという提案があった。 

Ｂ 

地域の自主防災訓練，クリーンウォ

ーキングなどに自主的に参加して，

町を安全に美しくしたいという意欲

を感じる。 

人
権
教
育
の
推
進 

他
者
理
解
と 

自
尊
感
情
の
醸
成 

さまざまな人権の取り組み

をもとに人権教育を推進す

る。 

●自尊感情の醸成につながる人権教育の推
進 
障害や特性を持つ子どもだけでなく，一

人ひとりの自尊感情を育てる教育を継続し
て取り組む。  

・実施教材数や確保した実施時

間数 

・子どもの感想などによる変容 

学校全体や各学

年での振り返り 

毎学期の計

画と検証 

及び 

11月と2月 

Ｂ  

月に１度，職員会議で集団作りのワー
クを紹介し，学年やクラスに応じて実
施している。学年に応じて，出前授業
などで様々な人との出会いの場を確保
している。 

Ｂ 

各学年，実態に応じて集団作りを行ってい

た。個人と集団とをつなぐために様々な取り

組みをしている。また，出前授業やゲストテ

ィーチャーも積極的に活用し出会いの場を確

保していた。 

Ｂ 

以前はこども会活動等をとおし

て，地域のつながりが感じられれ

た。今は，地域の出前授業で地域

とつながっている。 

 
 
 

  

校長より（年度末） 昨年度と比べて確かな学びの項目には手ごたえを感じることが増えている。また，挨拶指導の徹底により，学校全体で挨拶に取り組んでいたところ，地域

でもその成果を感じていただけていたことは良かったと思う。また，学年関係なく仲良く遊んでいることもお伝えいただいた。このような情報は普段学校には教えていただかな

いことなので，非常にありがたく感じられた。今後とも，総合的な学力の育成に取り組み，地域や社会で活躍できる子どもを育てていきたいです。 

学校関係者評価者から（年度末） 先生たちも地域とのつなが

りを大切にしつつ，やりたい教育活動をやりつくしてほしい。 

「確かな学び」の現状 

 令和５年度の全国学力学習状況調査では、算数・国語とも堺市・全国平均を上回るなど、これまでの成果がみられる。 

しかし、学びへの興味・関心については高いとは言えず、自ら進んで学ぶことや、学んだ結果として生まれる社会的参画

力に課題があると考えられる。 

「豊かな心・健やかな体」の現状 

 本校児童は体力・筋力は全国平均を上回るが、瞬発力や柔軟性に課題が見られる。また、運動が好きだと感じている児

童の割合は全国平均を下回るが、一週間あたりの運動量は多い。このことから、運動はしているが、自ら進んで楽しいと

感じて運動している児童は限られていると言える。 

令和６年度 重点目標  

 特別支援教育の観点を核とした生徒指導・教科指導・学校行事の充実 

（様式⑦ 小学校・中学校・高等学校） 

中学校区におけるめざす子ども像 

 自らの課題に気づき、学び続ける子 


